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▲ 幸せリーグ設立総会の参加自治体の皆さん ( 写真前列中央：西川区長 )

 幸せリーグ設立！

荒 川 区 民 総 幸 福 度
GAH-Gross Arakawa Happiness

▲ 幸せリーグ設立総会での西川区長による挨拶▲ 実務者会議での参加自治体からの報告

荒川区が全国に先駆け進めている
　　住民の幸福実感向上に取り組みが
　　　　全国の自治体に広がっています

　荒川区が発起人代表となって全国の基礎自治体に呼び掛け、住

民の幸福を基点とした行政運営に取り組む自治体が連携 ･ 協力しする

「住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合」、通称「幸せリー

グ」が 6 月 5 日に設立されました。会長には西川太一郎 荒川区長、

幹事には市原健一 つくば市長と中山泰 京丹後市長が就任しました。

　幸せリーグの活動を通して、同じ問題意識を持つ自治体同士が密

接な協力関係のもと、互いに学び合い、持てる力を結集し、補い合

いながら切磋琢磨し、各自治体で行政サービスのレベルアップを図っ

てまいります。
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幸せリーグ参加基礎自治体一覧



　

▲ 町会・自治会によるバケツリレー消火訓練

　荒川区民総幸福度（グロス・アラカワ・ハッピネス：ＧＡＨ）とは、区に住んでいる皆様や、区で

働いている皆様が、どれだけ幸せを感じているかを測る指標を作成し、よりよい区政につなげていく

ものです。荒川区では、住民に最も身近な自治体が果たすべき使命は、住民の願いや悩みに真に向き

合い、だれもが幸せを実感できるあたたかい地域社会を築いていくことであるという考えのもと、皆

様の幸福実感を高めていくＧＡＨに取り組んでいます。

　これまで、行政の政策の評価は、例えば「公園をつくった数」や「道路の整備メートル数」など、

政策の「直接的な結果」で行われる傾向がありました。しかし、本来は、公園をつくったことや道

路を整備したことで区民の皆様にどのように役立ったのかといった、政策を実施したことによる「成

果」で評価すべきものではないでしょうか。区では、この究極の「成果」とも言えるのが、区民の

皆様の幸福度の向上であると考えています。

　そこで、区民の皆様がどれだけ幸せを感じているのかを測る指標を作成し、それを用いたアンケー

ト調査等を行うことで、今よりももっと幸福を感じられるようになるには何が必要か、皆様ととと

もに課題を解決するにはどうすればよいかを考え、政策の立案・改善などを行いながら、よりよい

区政運営を実現していきます。

　だれもが幸せを実感できるあたたかい地域社会は、隣

人や地域を思うつながりや助け合いといった地域の力な

しには実現しないと考えています。荒川区にかかわるすべ

ての人や団体が、自分自身や身近な人、さらには地域の幸せ

を考え、支え合いながら、助け合いながら、皆で力を合わせて

いく地域の力が人々の幸福度を一層向上させると考えていま

す。

　区民の皆様が幸せを実感するために、区として何をすべきかを把握するため、「荒川区基本構想」

に定める都市像に基づく６つの分野の荒川区民総幸福度（ＧＡＨ）の指標を設定しました。

　区では、この指標を用いて、10 月に区民アンケート調査を実施します。その結果を区における施

策の充実等につなげ、区民の皆様の幸福度の向上を目指していきます。

　アンケート調査は、住民基本台帳から無作為に抽出した 4,000 名

の方に郵送します。調査票がご自宅に郵送された方は、是非、回答

にご協力くださいますようお願いいたします。

　　　　　　既に区内では様々な活動が活発に行われてお
　　　　　り、その核となって地域にご貢献を頂いている
　　　　　皆様とともに、このＧＡＨを一層広め、推進し
　　　　ていきたいと考え、ＧＡＨ推進リーダー会議を設
置しました。今後は、ＧＡＨ推進リーダーの皆様と連携・協
力を図りながら、ＧＡＨの向上を目指した取り組みを推進
してまいります。

心身ともに健康的な生活を送ることができていると感じますか？

自分が望む子育てができるような環境があると感じますか？
お子さんが健やかに成長していると感じますか？

経済的な不安がなく、買い物などに不便のない生活を送ることができていると感じますか？

お住まいの地域が、バリアフリーの状況や交通の便、まちなみの良さ、快適さ等の点から総合
して暮らしやすい生活環境であると感じますか？

充実した余暇・文化活動や地域の方とのふれあいのある生活が送れていると感じますか？

お住まいの地域は犯罪や事故、災害などの点から総合して安全だと感じますか？

全国の書店で絶賛発売中！

　研究報告書やその内容をわかりやすくまとめたパンフ
レットもご用意しております。
　報告書は、荒川区自治総合研究所（区役所北庁舎 3 階）、
区立図書館、区民事務所、情報提供コーナー（区役所本
庁舎 2 階）で閲覧できるほか、当研究所ホームページで
ご覧になれます。また、研究所で販売を行っています。

本
ジで



荒川区自治総合研究所は、荒川区が抱える課題等に
ついて、多角的かつ中⻑期的な視点に⽴って調査研
究を⾏い、区に政策提⾔等を⾏うことを目的として
平成 21 年 10 ⽉に設⽴された機関です。

幸せリーグ 第１回実務者会議を開催

・他自治体においても、同じような悩みをもっていると感じ
た。他自治体の取り組みを参考にしたい。
・人口規模は違っても共通する点がたくさんあった。いろい
ろな思いを共有することで気付くこともたくさんある。
・グループディスカッションで各自治体の実際の考えがわ
かり有意義であった。

・４月２４日 夕刊三重新聞
・４月２５日 伊勢新聞・４月２３日 朝日新聞・４月２３日 読売新聞・４月３０日 都政新報・５月２６日 中日新聞web

・５月１１日 京都新聞・５月１２日 東京新聞・５月１９日 中日新聞・５月  ２日 NHK BS1 ワールドwaveモーニング

・５月  ２日 NHK総合             くらし☆解説「幸福上手ブータンに学ぶ」

・５月  ４日 NHK総合ニュース おはよう日本

・５月  ８日 毎日新聞・６月１８日 産経新聞(群馬)
・６月２０日 東京ＦＭ・６月１２日 産経新聞東京版
・６月２２日 毎日新聞・６月２５日 神戸新聞・６月  ５日 NHKニュース 首都圏ニュース845

・６月  ５日 読売新聞[論点]
・６月  ６日 東京新聞・６月  ６日 読売新聞・６月  ７日 都政新報・６月  ９日 熊本日日新聞

・７月号 月刊ガバナンス「自治クローズアップ」

・７月２５日 東京新聞・７月２８日 朝日新聞・８月号 地域づくり「北から南から」

・８月  １日 北日本新聞

　7月24日に、幸せリーグ参加自治体の職員が荒川区役所に集まり、

「第１回実務者会議」が開催されました。北海道から九州まで、全国51

自治体69名が参加しました。

　開会にあたり、幸せリーグ会長である西川太一郎 荒川区長から「活

発に議論をいただき、それを各自治体に持ち帰って、住民の幸福実感

の向上を目指した取り組みにつなげてほしい」と挨拶がありました。

　その後、幸せリーグ顧問である坂田一郎東京大学教授から「幸福指

標に関する分析結果」について講演があり、荒川区や斜里町、京丹後

市、松阪市、佐賀市などの自治体から、住民の幸福実感の向上を目指し

た取り組み等について報告がありました。参加者によるグループディス

カッションでは、各自治体が実施している施策や課題等について意見

交換を行い、学びや気づきを得ることができました。

　今後、定期的に実務者会議を開催し、情報交換や幸福実感の向上を

目指した施策等について意見交換等を行うことで、行政サービスの一

層のレベルアップと職員の政策形成能力の向上を図ってまいります。

▲ グループディスカッションの様子

主なマスコミ掲載 一覧

荒川区のGAHの取り組みや幸せリーグ等に関して、マスコミでも大きく取り上げられ、関心が寄せられています

参加自治体職員の主な感想
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▲ 荒川区の取り組みを報告

坂田教授
による講演 

▲




